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	会　長　委員の皆様ご苦労様です。
　　　　現在の出席委員１７人、全員であります。

よって、定足数に達しておりますので、只今から、平成２８年第８回農業委員会

を開会いたします。

会　長  会議規則第４条に基づき、会議の議長を務めさせていただきます。
　　　　それでは会議を開きます。

議　長　本日の議事日程につきましては、配布しました会議次第のとおりです。

　　　　直ちに議事に入ります。

議　長　日程第１  議事録署名委員を定めることについてを上程し議題とします。
議事録署名委員は二名とし、議長において指名することにご異議ありませんか。

（異議なしの声）
議　長　ご異議なしと認め、五番山﨑委員、六番中里委員を指名します。


	議　長　日程第２　議案第３２号　農地法第３条の規定による許可申請についてを上程し、議題といたします。

１番の案件について事務局より説明をお願いします

事務局　今月の３条許可申請は１件です。
【議案書を朗読し、案内図により申請地の説明】

３ページの案内図をご覧ください。真中の斜線部分が申請地です。申請地のすぐ左下の太枠が、先月、　　　さんが自己用住宅を建てる申請があったところです。その住宅の合併浄化槽の排水管φ100㎜を埋設するための、区分地上権設定の申請です。建設場所から今回の申請地、389-4の宅地を通り、道路側溝へ放流する計画です。排水管がφ100㎜、途中のビニール桝が200㎜ですので、区分地上権は幅0.4m、延長約7m、面積が2.71㎡です。8月15日に現地確認した結果、畑の状態でした。

この区分地上権の設定は通常の3条と異なりますので、一般的な許可基準の「経営面積50aの要件」、「すべて耕作要件」、「常時従事要件」などの要件は該当しません。

また、この3条の許可後に、5条の自己用住宅が許可になる予定です。
　　　  
議　長　事務局の説明が終わりました。

　　　　議席１２番三芳野地区担当委員より補足説明をお願いします。

補足説明　（パワーポイントで申請地の写真をスクリーンに映しての説明）

議席12番  事務局の説明のとおり、排水管が通るところが畑であるため、今回の申請となりました。小委員会では、日常生活に必要な排水管であり、周辺農地に影響がないため、問題はないとの結論になりましたので、皆様のご審議をお願いします。

議　長　議案の説明が終わりましたので、ご質疑等があればお願いします。

議席３番　先月の５条申請の段階では、排水管のことは分からなかったのでしょうか。

事務局　先月の申請の段階では、給排水管の位置が示されておりませんでした。進達した際に、給排水管の位置を求められ、農地を通ることが分かりました。３条の許可を受けた後でないと、５条の許可が受けられないということで、県と調整済です。

議席３番　５条申請の際には、給排水管の位置は求めないのですか。

事務局　単独浄化槽の場合は、求めておりません。

議　長　日程第３　議案第３３号　農地法第５条の規定による許可申請についてを上程し、議題といたします。
　１番と２番の案件について、事務局より説明をお願いします。
事務局　今月の農地法第５条の許可申請は、３件でございます。
【議案書を朗読するとともに、案内図により申請地の説明】
1番の譲受人は、平成23年8月から、夫婦と子供3人の5人家族で現在の住宅に住んでおります。地域に馴染めないため、心機一転して申請地での新しい生活を望んでおります。現在の住宅を売却して、申請地を買い受けて11号住宅を建てる申請です。

妻は以前に、　　　　　　　　　　　に住んでいたことがあり、土地勘もあり、知人等も多くいます。そのことが申請地を選定した理由です。また、近くに保育園と小中学校などがあり、子育ての環境が整っています。3番目の子が来年小学生となるので、4月までに入学できるよう計画しました。

勤務先は　　の事業所で、今までと変わらずに電車通勤が出来ます。一団の農地面積が8.5haであり、農地区分は２種農地と判断しました。
２番の譲受人は、東京都　　　の2ＤＫの賃貸アパートに　　　　　　　　1人で住んでます。　　　　　　　　　　　来年1月に結婚する予定です。その人の実家が
　　　　　にあり、そこから道路距離で4.5km、車で10分以内で行くことが出来る申請地を選定したようです。勤務先が日高市　　　の事業所で、車での通勤時間は15分～20分程度です。結婚予定者も日高市内の１ＬＤＫの賃貸アパートに住んでおり、勤務先が日高市内で通勤時間は同様に15分～20分程度です。

一団の農地面積が4.9haであり、農地区分は２種農地と判断しました。15日に現地確認したところ、約半分に草が繁茂しており、看板が建っていたため、23日までに草刈りと看板を撤去するよう指導しました。
議　長　事務局の説明が終わりました。担当地区より補足説明をお願いします。

　　　　１番と2番について、議席２番入西地区担当委員よりお願いします。

補足説明　（パワーポイントで申請地の写真をスクリーンに映しての説明）

議席２番　この土地は、以前許可を受けた場所の隣になります。譲受人の理由が、近所付合いと通学についてであります。奥さんが市内に以前住んでいたということで、この場所に家を取得したいということになり、今回の申請になりました。

小委員会では、やむを得ないとの結論になりましたので、皆様のご審議をお願いします。　　　　　   

2番の案件でございますが、申請地は県道に面した所です。事務局の説明のとおり、申請理由は、現在賃貸住宅に住んでおり、結婚を予定している人の実家が近隣であり、通勤の便も良いことから、この地に家を取得したいとのことです。

申請地の地主は遠隔地に住んでおり、今まで除草等の管理がされておりませんでしが、今日は草が刈ってありました。小委員会では、やむを得ないだろうとの結論になりましたので、皆様のご審議をお願いします。

議　長　議案の説明が終わりましたので、ご質疑等があればお願いします。

議席３番　１番の案件について、すでに自宅があり更にもう一つということで、転売の恐れもありますが、その辺は何らかのしばりはかけられますか。
事務局　この総会で許可相当となり、県が許可した場合でも、建物が完成し完了届が出るまでは、農地法から離れることにはなりません。また、譲受人においては、すでに自宅を売却するための契約を結び、本申請書にその契約書の写しを添付しております。
　　　　また、申請理由においても、個人の事情なので詳しくは言えませんが、５年間住んでも地域になじめない、やむを得ない事情があると判断いたしました。
議　長　３番の案件について、事務局より説明をお願いします。

事務局　続きまして、３番について説明しますので、５ページをご覧ください。

【３番の議案を朗読するとともに、案内図により申請地の説明。】
申請地は低地で水が溜まりやすいので、耕作しにくい土地であり、天地返しによる盛土を約90㎝行い、畑として麦を作る計画です。現況より90㎝掘削し、搬入土800㎥を入れ、掘削した土を表土として整地を行います。道路面より30㎝高くなる計画です。
所有者は　　　さん、請負者は　　　　で、許可日から約４か月間の12月20日までの申請です。

15日に現地確認したところ、問題はありませんでした。
議　長　事務局の説明が終わりました。担当地区より補足説明をお願いします。

　　　　議席１１番坂戸地区担当委員よりお願いします。

補足説明　（パワーポイントで申請地の写真をスクリーンに映しての説明）

議席11番　現況は田になっております。それを畑にする農地改良ですが、ここで一昨年まで稲を作っていたとのことです。耕作者が高齢のため、低い土地で稲を作るのが大変なので、盛土して畑にしたいとのことです。
　　　　 1000㎡を超えるため、総会で審議する案件となりましたが、小委員会の結論ではやむを得ないとなりましたので、皆様のご審議をお願いします。
議　長　議案の説明が終わりましたが、ご質疑等があればお願いします。
議席３番　用水の関係の心配と、４条ではなく５条による申請となる理由をお聞かせください。
事務局　申請地の下側に水路がありますが、水路より田が低い状態です。土は田に使う土ではなく、畑に使う土なので、下流の農地に影響はないと考えます。

　　　　また、農地改良は、業者が工事の期間、農地を一時的に借りるという考えで、５条による申請の扱いとなります。
議席３番　地目はいつ変更するのですか。

事務局　工事完了後に、完了届により、地目変更を行うのが一般的であると考えます。

議席３番　今までは農地の方が低かったのに、盛土により水路に農地から雨水が流れ込む恐れはありませんか。

事務局　この水路は暗渠なので、影響はないかと思います。
議　長　 日程第４　議案第３４号　農用地利用集積計画（案）についてを上程し、議題とします。

事務局より説明をお願いします。

事務局　議案のＰ９をお開きください。農地利用集積計画（案）について説明いたします。

【議案を朗読】
平成２８年９月分農用地利用権設定申出状況にいついては、新規の申出が、６件、筆数８筆、面積７，１１３㎡です。期間は、すべて３年3ヵ月となっております。

　次に、利用集積計画の個々の内容ですが。いずれも、全部耕作、常時従事等の農業経営基盤強化促進法第18条第3項の各要件を満たしていると考えます。

また、農地法18条により解約された案件については、Ｐ１２に一覧表がございます。7月中に通知のあった解約は、ご覧の１件２筆です。
議　長　事務局の説明が終わりました。

　　　　質疑等がありましたらお願いします。

（質疑なしの声）
議　長　　これよりそれぞれの議案について、審査を行います。全体をとおして何か意見

　　　　はございますか。

　　　　 （意見なしの声）

議　長　　議案第３２号、農地法第３条の規定による許可申請については、許可と決定いたしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。

　　　　

（異議なしの声）

議　長　　ご異議なしと認めます。

　　　　　よって、議案３２号は、許可と決定いたします。

議　長　　議案第３３号、農地法第５条の規定による許可申請については、許可相当と決

　　　　定いたしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。

（異議なしの声）

議　長　　ご異議なしと認めます。

　　　　　よって議案第３３号は、許可相当と決定いたします。

議　長　　議案第３４号、農用地利用集積計画（案）については、原案のとおり決定いたしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（異議なしの声）

議　長　ご異議なしと認めます。

　　　　よって議案第３４号は、原案のとおり決定いたします。
　　　　　

議　長　　日程第５　報告第９号　専決処分の報告について、事務局より説明してください。

事務局　７月の農地法第３条の３第１項の届出が３件です。いずれも、届出人が相続により所有権を取得したものです。詳細については、一覧表をご覧ください。

農地法第４条第１項第７号の届出は１件です。届出人が、自ら所有する農地を転用するために届け出たもので、転用目的は駐車場となっております。

農地法第５条第１項第６号の届出は４件です。いずれも所有権移転を伴う転用の届出となっており、転用目的は自己用住宅となっております。なお、１から３番は、区画整理地内の仮換地についての転用の届出となっております。詳細については、一覧表をご確認ください。

議　長　　事務局の説明が終わりました。

　　　　　ご質問はございますか。

（質問なしの声）
議　長　特にないようですので、議事については以上で終了いたします。

議　長　次に次第４のその他について、委員の皆様から何かございましたらお願いします。

議席17番　「さかど農委だよりNo90号」の発行に際し、一言お礼を言わせていただきます。

「さかど農委だよりNo90号」については、５月２５日の農業委員会終了後、編集委員会を開催し、掲載記事についての検討を行い、今回の発行となりました。

内容につきましては、前回発行の農委だよりの内容を引き継ぐこととし、表紙には、さかど農産物加工所の紹介記事を写真と共に掲載し、２ページ目には、新しい農業委員会制度について、３ぺージ目には、新規就農者として　　にお住まいの　　さんの紹介記事を掲載しましたので、ご覧ください。
　また、配布につきましては、９月２０日までに、各農家支部長に依頼し、各農家世帯に配布する予定です。

　 発行に際しまして、農業委員の皆様のご協力に感謝申し上げます。
議　長　他に何かありますか。

議席３番　トラクターが道に土を落とすなどの苦情もありますが、特に新規就農者に対して、地域の人たちが理解し、応援してもらえるようにしていければと思います。

議　長　その他に何かありますか。

議席２番　都市計画法第３４条１１号の開発に関する許可については、浸水やセットバックの問題などがあるので、今後ともこの会議で検討や協議できるよう望みます。
議　長　以上で、平成２８年第８回坂戸市農業委員会を閉会させていただきます。
　　　　閉会に当たり、ご挨拶を申し上げます。

（議長あいさつ）



3

